
- 1 - 

第24回郡山市子śŴ・子育Ř会議 会議録 
 

【日時】 

平成30年10月４日（木ェ午後２時00分～午後３時30分 

 

【場所】 

郡山市こśŴ総合支援Ơンタる（ニコニコこśŴ館ェ３階 研修室 

 

【次第】 

 １ 開会 

 ２ 会長あいさŖ 

 ３ 議事 

  (1)（仮称ェ第２期郡山市ニコニコ子śŴ・子育ŘプǎンŠ策定ŝ係ŽニるƟ調査ŝŖいŘ 

  (2)幼保連携型認定こśŴ園Š認定ŝ係Ž意見ŝŖいŘ 

  (3)そŠ他 

 ４ そŠ他 

  (1)郡山市震災後子śŴŠケアプロƝƌクトチるǅŠ解散ŝŖいŘ 

  (2)子śŴŠ虐待Š防止対策等ŝ係Ž本市Š対応ŝŖいŘ 

 ５ 閉会 

 

【出席委員】 

 11名（敬称略ェ 

 滝田 良子、平栗 裕治、吾妻 利雄、大川原 順一、佐藤 広美、田中 喜仁、蛭田 さゆż、福内 浩明、 

保住 キǄ、安田 洋子、吉田 űş 
  
【欠席委員】 

 ９名（敬称略ェ 

遠藤 将、太神 和廣、大槻 一雄、大和田 新、佐藤 俊幸、菅野 哲哉、隅越 誠、増子 静江、峯 淳子 
 
【事務局職員】 

 16名 

 こ ś Ŵ 部：佐久間 信博（部長ェ、熊田 仁（部次長兼こśŴ未来課長ェ、橋本 裕樹（部次長ェ、 

こśŴ未来課：井上 高志（課長補佐ェ、石田 佐和子（こśŴ企画係長ェ、伊東 惣市（主任主査兼青少年・

放課後児童育成係長ェ、今井 辰哉（こśŴ企画係主任ェ、木村 祥一（こśŴ企画係主査ェ 

 こśŴ支援課：滝田 昌宏（課長ェ、宍戸 美恵子（課長補佐ェ、柳沼 洋史（主任主査兼こśŴ家庭相談Ơン

タる所長ェ 

 こśŴ育成課：松田 信三（課長ェ、伊東 洋祐（課長補佐ェ、橋本 徹（主任主査兼保育所管理係長ェ、結城 弘勝

（主任主査兼保育事業支援係長ェ、小松 究（主任主査兼保育認定係長ェ 

 

【配布資料】 

・資料１ 第二期市町村子śŴ・子育Ř支援事業計画ŝļけŽ「量Š見込ű」Š算出等Š考え方ŝŖいŘ 

・資料１参考ɮ 郡山市ニコニコ子śŴ・子育ŘプǎンŠ位置付け 

・資料１参考ɯ ニるƟ調査前回調査票 

・資料１追加 （仮称ェ第二期郡山市ニコニコ子śŴ・子育ŘプǎンŠ策定ŝ係ŽニるƟ調査ŝŖいŘ 

・資料２ ƍǅǂǏアǅこśŴ園 

・資料２追加 認可保育所等施設数ļźび定員数推移 

・資料３ 郡山市震災後子śŴŠケアプロƝƌクトチるǅŠ経緯 

・資料４ 児童虐待防止対策ŝŖいŘ 
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 １ 開会  
 
（事務局：井上補佐ェ 

 定刻ŚŜŕőŠř、őŒ今źż「郡山市子śŴ・子育Ř会議」を開催ŋŽ。 

 本日š20名中11名Š委員ľ出席ŉŘļż、郡山市子śŴ・子育Ř条例第５条第２項Š規定ŝźż、会議ľ  

成立ŉŘいŽこŚを報告ŋŽ。 

 

 ２ 会長あいさŖ  
 
【滝田良子会長ĽŻ以下ŠŚļż挨拶ľあŽ。】 

・他Š市町村ř災害ľ起こŕŘļż、本日、「そŠ他」ŝļいŘ「震災後子śŴŠケアプロƝƌクトチるǅ

Š解散」ŝŖいŘ報告を受けŽľ、改ųŘ震災Š大変さを感Ŋő。 

・そŠ他ŝļいŘ児童虐待ŝ関ŉŘŠ報告ľあŽľ、全国的ŝ痛Űŉい事件ľ発生ŉŘļż心を痛ųŘいŽ。 

・こŠ会議š子śŴőœŠőųŠ大切Ŝ会議řあŽŠř、今後ŴřĿŽ限ż御出席いőŒĿőい。 

 

 ３ 議事  
 
【議事Š前ŝ、事務局：井上補佐ĽŻ本日使用ŋŽ資料ŠϿ認ľあŽ。】 

 

（事務局：井上補佐ェ 

 そžřš「議事」ŝ移Žľ、以降Š会議Š進行ŝŖいŘš、郡山市子śŴ・子育Ř会議条例第５条第１項Š

規定ŝźż、滝田会長ŝ議長をļ願いŋŽ。 

 

（滝田良子会長ェ 

 そžřš、議長を務ųさōŘいőŒく。 

 早速Œľ、議題(1)「（仮称ェ第２期郡山市ニコニコ子śŴ・子育ŘプǎンŠ策定ŝ係ŽニるƟ調査ŝŖいŘ」   

事務局ĽŻ説明願う。 

 

【事務局：木村主査ĽŻ、資料１、資料１参考、資料１追加ŝ沿ŕŘ説明ľあŽ】 

 

（滝田良子会長ェ 

 őŒいŰŠ事務局ĽŻŠ説明ŝŖいŘ、質問等あŽĽ。 

 

（福内浩明委員ェ 

 調査票を見ŽŚ、ĽŜżŠǁǏュるǅľあŽŚ感ŊŽ。 

３ペるƝř、世帯Š家計ř最Ŵ大ĿŜ負担ŚŜŕŘいŽŴŠŜśを聞いŘいŽľ、こŠźうŜ時代ŜŠř 

「介護保険料」ŜśŴ項目ľ含ŰžŘいŘŴźいĽŚ思う。 

 

（事務局：木村主査ェ 

 検討ŋŽ。 

 

（蛭田さゆż委員ェ 

 設問ľ多く集計ŝ時間ľĽĽŽŚ感Ŋő。 

 

（吉田űş委員ェ 

 あŰżŠ項目Š多さŝ、自分ľ回答者Œŕő場合、途中ř挫折ŉそうŒŚ感Ŋő。 

 前回Š回収率šśŠくŻいŒŕőŠĽ？ 

 

（事務局：木村主査ェ 

 前回Š回収率š、未就学児童：37.7％、小学生：39.4％řあŕő。 

Ŝļ、標本数š未就学児童ľいŽ世帯：2,200世帯、小学生ľいŽ世帯：2,150世帯řあŽ。 
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（田中喜仁委員ェ 

 児童虐待ŝ関ŋŽ質問ľ少ŜいŚ感ŊŽľ、「質問ŝ厚űを持őōŽ」ŚŠ事務局説明ľあżこŚĽŻ、  

前回źżŴ児童虐待ŝ関ŋŽ設問数ľ増えŽŠřźいŚ思う。 
 
（平栗裕治委員ェ 

標本数ŝŖいŘŒľ、回答ŉŘいőŒいő件数Ś「本当Š郡山市Š実態」ŝ乖離ŉŜけžŢźいľ、乖離  

ŋŽ場合、標本数Š見直ŉを図Ž必要ľあŽ。 

Űő、来年10月ĽŻ「幼児教育Š無償化」ľ予定さžŘいŽŠř、そžを考慮ŉŜいŚ実際策定ŉő方策ŝ

食い違いľ発生ŉŘくŽ可能性ľあŽőų、そœŻŴƞケƝュるǐŝ盛ż込ű考えŘいく必要ľあŽ。 
 
（事務局：熊田次長ェ 

 ŰŌ、実態ŚŠ乖離Š部分ŝŖいŘŒľ、前回Š回答率ľ30％代Œŕőľ、業務委託ŝźŕŘ行ŕő中ř、

統計学的ŝこŠ標本数ř必要Ŝ数をカバるřĿŽźうŝŉőŚ聞いŘいŽ。 

今回ŝŖいŘŴ、回答率30％程度ř必要Ŝ件数を೿őōŽźうŝ標本数を設定ŋŽ予定řあŽ。 

Űő、幼児教育Š無償化ŝŖいŘšŰŒ不明Ŝ点Ŵ多いこŚĽŻ、国Š動向を注視ŉアンケるト調査ŝ反映

řĿŽ部分ľあŽŠĽを検討ŋŽ。 
 
（滝田良子会長ェ 

 そŠ他特ŝŜいźうŜŠř、事務局ŝšこŠƞケƝュるǐŝ沿ŕŘ作業を進ųŘいőŒĿ、私őœľ再度 

見直ŉŘいくŚいうこŚřźſŉいĽ？ 
 
【異議Ŝŉ】 
 
（滝田良子会長ェ 

 続いŘ、議事(2)「幼保連携型認定こśŴ園Š認定ŝ係Ž意見ŝŖいŘ」事務局ĽŻ説明願う。 
 
【事務局：結城係長ĽŻ、資料２及び資料２追加ŝ沿ŕŘ説明ľあŽ】 
 
（滝田良子会長ェ 

 őŒいŰŠ事務局ĽŻŠ説明ŝŖいŘ、質問等あŽĽ。 
 
（保住キǄ委員ェ 

 女性Š社会進出ľ叫ŢžŘいŽ時代řあż、子śŴを育ŘŘ対応ŋŽこŚľ難ŉい中řこŠźうŜ施設ľ整

備さžŽこŚš、働く女性ŝŚŕŘ非常ŝあżľőいŚ思う。 

特ŝ乳児、１歳Űřš育児休暇ř対応řĿŽĽŚ思うľ、そž以上Š子śŴŝŜŽŚ難ŉくŜŽŠř、将来

こŠźうŜ施設ľ増えžŢ、女性šŴŕŚ働ĿやŋくŜŽŉ、子育Řŝ関ŉŘ色よŜ人ŝ相談řĿ、良い影響

ľ出ŽŚ思う。 

今後Ŵ施設整備を推進ŉŘいőŒĿőい。 

 

（吾妻利雄委員ェ 

 幼稚園Š認定こśŴ園へŠ移行š大ĿŜ命題ŚŜŕŘļż、待機児童解消ŝ大ĿŜ期待ľ寄ōŻžŘいŽ。

定員ŝŖいŘš、在籍š75名Œľ現在Š定員š120名řあż、そžľ186名ŚŜż66名分増えŽ。 

在籍児童を除けŢ100名以上ľ入園řĿŽźうŝŜż、２号、３号認定Š受け皿ľřĿ大変良い。 

 

（事務局：結城係長ェ 

 保育所を新設ŋŽ場合、初年度Š入所段階ř３，４，５歳Š子śŴľ定員ŝ達ŉŜいこŚľあŽľ、今回š

幼稚園ĽŻ認定こśŴ園へ移行ŋŽこŚĽŻ最初ĽŻ子śŴľ在籍ŉŘļż、問題Ŝく運営řĿŽŠřšŜい

ĽŚ考えŘいŽ。 

 

（吾妻利雄委員ェ 

 １号認定Š定員š75名、本来Š定員š120名řあŕőľ、今後š全体ŚŉŘ定員186名Š計画ŚŜŕŘいŽ。 

 トるタǐř186人Š定員Š೿őŉ方šśŠźうŝ調整ŋŽŠĽ？ 
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（事務局：結城係長ェ 

 資料ŠŚļż１号認定Š基本的Ŝ定員š75名ŚŜŕŘいŽľ、運営ŋŽ中ř１号認定Š定員ľ೿őŜいŠř

２号認定Š子śŴを入žŽŚいうこŚš可能řあŽ。 
 
（安田洋子委員ェ 

先進地を視察ŉő際、同Ŋクǎƞŝ１号認定Ś２号認定Š子śŴľļż、早く帰Ž子Ś残Ž子ľļ昼寝を境

ŝ分ĽžŘいőľ、こœŻŴ同ŊźうŝŜŽŠĽ？ 
 
（吾妻利雄委員ェ 

 ƍǅǂǏアǅ学園řš同Ŋźうŝ考えŘいŽŚ思わžŽ。 
 
（平栗裕治委員ェ 

 認定こśŴ園š、そŠあőżを柔軟ŝ運用řĿŽźうŝŜŕŘいŽ。 
 
（安田洋子委員ェ 

 同ŊクǎƞŠ子śŴľ分けŻžŘŉŰうこŚř不都合ľřĿ、子śŴŝ何Ľ影響ľ出ŜいĽ気ŝŜŽ。 
 
（滝田良子会長ェ 

 認定こśŴ園制度š新ŉい制度ř、国řŴŰŒ流動的Ŝ部分ľあŽŚ思わžŽ。 

 保育業界řš昨年ŰřŚ制度ľ大幅ŝ変わŽこŚľ多いŠř、そŠźうŜ情報ľ入ż次第こŠ会議ŝļいŘ

情報共有ŋŽŚいうこŚř各委員や事務局ŝļ願いŉőい。 
 
（大川原順一委員ェ 

 資料２追加Š中ř、平成30年度Š入所率ľ100％ŝ೿őŜいŝŴĽĽわŻŌ待機児童ľ存在ŉŘいŽŚいう

こŚš、定員ŝ空ĿľあŽľ保護者Š都合ŝźż入所ŉŜいŚいうこŚĽ？ 
 
（事務局：松田課長ェ 

保育所等ŝ子śŴを預けőい保護者Š中ŝš特定Š施設Šűを希望さžŽ方ľļż、需要Š多い地˿ŝあŽ

保育施設等š、倍率Ŵ高くŜŽ。 
 
（滝田良子会長ェ 

入所Š際、保護者Š意向ŚŉŘ第５希望Űř聞いŘいŽľ、居住地ĽŻ遠い施設を紹介さžŘŴ通うŠľ 

難ŉく入所率ľ下ľŕŘŉŰう。 
 
（佐藤広美委員ェ 

保護者ĽŻ、兄弟ľ同Ŋ施設ŝ入žŜい場合、育児休暇を延長ŉŘ入所řĿŽŰř待Ŗ状況ŒŚいう話を 

聞いőこŚľあż、保護者ŚŉŘš兄弟を同Ŋ施設ŝ入žőいŚいう要望š強い。 
 
（保住キǄ委員ェ 

そŠźうŜ場合、入所Š調整をŋŽ配慮š難ŉいŠĽ？ 
 
（事務局：松田課長ェ 

兄弟ŝŖいŘš、そŠźうŜ配慮をŉŜľŻ入所Š調整をŉŘいŽľ、年度途中ŒŚあŽ程度定員ľ೿őさ

žŘいŽ中ř対応ŋŽこŚľ難ŉいŚいう現状ľあŽ。 
 
（安田洋子委員ェ 

直近Š待機児童数šśŠźうŝŜŕŘいŽŠĽ？ 
 
（事務局：松田課長ェ 

国基準Š待機児童数š、９月末現在ř68人ŚŜŕŘいŽ。 

 œŜűŝ平成28年９月řš118人、平成29年９月řš101人řあż、年よ減少ŉŘいŽ。 
 
（安田洋子委員ェ 

 実際ŝ入所を待ŕŘいŽ児童数šśŠźうŝŜŕŘいŽŠĽ？ 
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（事務局：松田課長ェ 

 ９月１日時点ř413人řあŽ。 

 平成28年９月ř614人、平成29年９月ř498人řあż、こœŻŴ年よ減少ŉŘいŽ。 
 
（吉田űş委員ェ 

 私š看護協会ŝ所属ŉŘいŽľ、看護師不足ľ県内ř非常ŝ深刻Ŝ問題ŝŜŕŘいŽ。 

看護Š現場Ŵ女性Š職場ŜŠř、出産ŉ育児休暇ľ終わŽŚ年度途中řŴ復帰ŉŘいŽ。 

先ほśŠ話ŝあŽŚļż、年度途中ĽŻŠ兄弟入所ľ難ŉい現状ŒŚ復帰Š時期ŝ差支えľあŽ。 

現場ŚŉŘšŚŝĽく早く復帰ŉŘほŉいŠř、そŠ辺Ŵ問題提起ŉŘŴŻえŽŚあżľőい。 
 
（滝田良子会長ェ 

 続いŘ議事(3)「そŠ他」ŝŖいŘ委員Š皆様ĽŻ何ĽあŽĽ。 
 
【特ŝŜŉ】 
 
（滝田会長ェ 

 事務局ĽŻ何ĽあŽĽ。 
 
【特ŝŜŉ】 
 
（滝田良子会長ェ 

 そžřš全ŘŠ議事ľ終了ŉőŠř、議長Š職を解ĽōŘいőŒく。 
 
 ４ そŠ他  
 
（事務局：井上補佐ェ 

 本日「そŠ他」ŚŉŘ２件予定ŉŘいŽ。 

 šŊųŝ、「(1) 郡山市震災後子śŴŠケアプロƝƌクトチるǅŠ解散ŝŖいŘ」説明ŋŽ。 
 
【事務局：熊田次長ĽŻ、資料３ŝ沿ŕŘ説明ľあŽ】 
 
（事務局：井上補佐ェ 

 őŒいŰŠ事務局ĽŻŠ説明ŝŖいŘ、御意見や御質問šあŽĽ。 
 
【特ŝŜŉ】 
 
（事務局：井上補佐ェ 

 次ŝ、「(2) 子śŴŠ虐待Š防止対策等ŝ係Ž本市Š対応ŝŖいŘ」説明ŋŽ。 
 
【事務局：滝田課長ĽŻ、資料４ŝ沿ŕŘ説明ľあŽ】 
 
（事務局：井上補佐ェ 

 őŒいŰŠ事務局ĽŻŠ説明ŝŖいŘ、御意見や御質問šあŽĽ。 
 
【特ŝŜŉ】 
 
（事務局：井上補佐ェ 

 次回Š開催予定ŝŖいŘš、今年度Š開催予定表を配布ŉŘいŽľ、11月Š最終木曜日、11月29日（木ェ   

午後２時ĽŻを予定ŉŘいŽŠřļ願いŉőい。 
 
 ５ 閉会  
 
（事務局：井上補佐ェ 

 以上を持ŕŘ、第24回郡山市子śŴ・子育Ř会議を終了ŋŽ。 
 

以上  


